
中部学生オープンレガッタ 

 

日  程 2020年 8月 1日 (土) 

共同主催 愛知県ヨット連盟. 中部学生ヨット連盟 

開催地  愛知県蒲郡市海陽町 1丁目 7番地  豊田自動織機 海陽ヨットハーバー 

 

Notice of Race 

 

1. 規則 

本レガッタは、「セーリング競技規則 2017-2020 (以下、RRS という)により定義された"規則"を

適用する。 

 

2. 種目 

470級  スナイプ級 

 

3. 参加資格 

参加資格は以下のとおり。 

① 2020年度 (公財) 日本セーリング連盟会員である事。 

② 中部学生ヨット連盟加盟校ヨット部員である事。 

 

4. 参加料 

参加料は以下のとおり。 

470級  スナイプ級 5,000円/艇 

豊田自動織機 海陽ヨットハーバーの「艇置き料」.「水洗料」は含んでいない。 

 

5. 参加申し込み 

参加申し込みは以下のとおり。 

① 参加資格のある選手は、記載のリンクより申込書を記入し、2020 年 7 月 19 日(日)までにオン

ラインエントリーを完了させること。また、上記期日までに指定の振込先に参加料を振り込む

事により参加申し込みをすることができる。 

 

 



② 申込みリンクと振込先 

参加申込（470級 スナイプ級 共通大学単位） 

健康チェックシート（全選手、支援者） 

振込先 ゆうちょ銀行 記号 12360 番号 29174691  石倉 俊宏（イシクラ トシヒロ） 

③ レイトエントリーは 7月 26日まで認める。レイトエントリー費はペナルティ 50%を上乗せし

た 7,500円とする。 

④ 大会が中止となった場合、参加料は全額返金する。 

 

6. 大会受付 

大会受付は、ZOOMにて実施する。必要に応じて JSAF会員である証左の提示を求める。 

ZOOMミーティング ID：793 3542 5151  パスワード： 9d8D9J 

 

7. 日程 

スケジュールは以下のとおり。 

8月 1日 (土) 09:00 - 09:30 大会受付・登録 

09:30  ブリーフィング Facebook LIVE配信 

10:30     第 1レース予告信号（470・スナイプ同時スタート） 

17:00 (予定)  成績発表 Facebook LIVE配信 

16:01を越えて予告信号が発せられることはない。 

本レガッタは 3レースを予定している。 

最初のレース終了後、引き続き次のレースを実施する。 

 

8. 帆走指示書 

帆走指示書は、7月 19日(日)までに愛知県ヨット連盟ホームページにアップされる。 

 

9. レースエリア 

レースエリアは、豊田自動織機 海陽ヨットハーバー沖合とする。 

 

10. コース 

コースは、「風上-風下」コースとする。 

 

 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScPLAPAw2VIKXtWC3btCM2XHVPqIEIBLKbfkidr29JbZrrZFg/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScFqJEbcoMrO_TCk1kEjTYXvKq2NQHqtdIkH8ar2MPKNw4BTQ/viewform?usp=sf_link


11. 得点 

① 本レガッタは 1レースで成立する。 

② 本レガッタは、すべてのレース得点を合計する。 

③ 本レガッタは、クラスごとに得点を付与する。 

 

12. 賞 

各種目の 1位から 3位までに賞を与える。 

 

13. [NP]支援艇・応援艇 

支援艇には、交代選手も含め 4名以下もしくは定員の 50％以下のうち少ない方の人数しか乗船し

てはいけない。 

 

14. [NP]コロナウイルス感染予防対策 

① 選手は、厚生労働省が公表する「新しい生活様式」を遵守すること。 

② 選手は、ブリーフィング前までに、「健康状態チェックシート」をオンラインにて提出し

なければならない。 

③ 大会前２週間以内に発熱. 咳. 咽頭痛等、体調不良の場合、選手は来会してはならない。 

④ 大会前 1カ月以内にコロナウイルス感染の疑いがある場合は、大会に参加しない。 

⑤ 愛知県ヨット連盟ホームページで入手できる、海陽ヨットハーバー発行の、「施設利用者

の皆様へ(お願い)」を遵守しなければならない。 

⑥ マスク等、感染対策に必要な物は、選手自身で準備すると共に大会会場では必ず着用する。

また、海上ではスポーツ用マスクの着用を推奨する。 

⑦ 大会期間中にコロナウイルス感染の疑いがある場合は、主催団体に報告する。また、大会

終了後２週間以内にコロナウイルス感染症状が発生した場合も主催団体に報告する。 

⑧ 選手の体調不良による交代は認められる。 

⑨ 大会終了後２週間は、行動を記録し、必要に応じて提出する。 

⑩ 大会期間中に選手、関係者の感染が発覚した場合は、大会を中止し、保健所等の公的機関

の指示に従う。 

⑪ 大会期間中の連絡は、Facetime と LINE、ZOOM を活用し行う。選手は、これらが確認でき

る PC等を準備する。 

⑫ スマートホン等の所有者は、日本国政府が配布している接触確認アプリの使用を強く推奨

する。 

⑬ 大会期間中の大学間の交流は、必要な場合を除き行ってはいけない。 



15. 責任の否認 

このレガッタの競技者は自分自身の責任で参加する。RRS4 「レースをすることの決定」参照。 

主催団体は、このレガッタの前後、期間中に生じた物理的な損傷または身体障碍もしくは死亡に

よるいかなる責任を負わない。 

大会期間中にコロナウイルスに感染しても主催団体は、責任を負わない。参加者は、コロナウイ

ルスの感染リスクと 16の内容遵守を承知したうえで参加すること。 

 

16. 連絡先 

chubu.icyf@gmail.com 

 

************************************************************************************* 

以下は、Notice of Race に含まれない一般情報である。 

① 海上で昼食を取る場合があるので、選手自身で用意する事。 

② 後日開催予定の 2020 年度中部学生ヨット個人選手権大会が、台風等の理由により大会が

中止となった場合、本大会の結果を 2020 年度全日本学生ヨット個人選手権大会出場選手

選考の参考レースとする。 

 

以 上 


